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序文

今年度は今はやりのドローンを飛ばした。もちろん、その操縦役は2年生のl君が引き

受けてくれた。思えば私たちの時代は現場で東い足場を組んで撮影をしていた。旧職場で

私自身「足場組立等作業主任者」の資絡をとらされた。ゆうにビルの3階ほどはあろうか

という高い足場の上でもよくもあれだけ動きまわれたものだ。若さがそうさせたのだろう

が、今思い出すとぞっとする。身近で不幸な転倒事故もあった。それから比べると隔世の

感がある。便利になったものだ。

現場では光波測距機とプリズムで実測図を作り、3D測定器も利川されるようになった。

もちろん遺物実測の場でも3D測量や写真測量は当たり前になった。 ドローンの操縦がそ

うであったように、 このような最新機器やコンピューターを使いこなすのは昨今の学生は

得意である。ただ残念なことに、スコップが握れない。現場では、老体に鞭打って体を動

かさねば学とkはついてこないし、掘り方もよくわからないでいる。昔はこのような後進の

指導は先恭学生が指揮をとってくれたが、その伝統も途絶えたか。勢い体力のある少数の

男子学生を使うことになる。すまない。

どんなに科学が発達しても、 ロボットが遺跡や遮榊を掘るわけではない。作業員さんを

指揮して発掘する場合も、担当者がスコップの使い手でなければやはりうまくない。何よ

り発掘の脱酬|味は遺物や迪構の発見であり、スコップや手スコの刃先にわくわくする期待

感を込めながら士をはねていく、 この一瞬・一瞬がたまらない。手スコの先にキラリと輝

く士器や杓.雛を見つけたときはそれまでの疲れが一挙に'次っ飛ぶ。今回は、 この遺跡では

じめて遺榊らしい遺構を兄つけた。これにはみな大いに感動したようである。ただし、埋

め戻しは兄るも忍びないくらい悲壮感を特びていた。

上御倉古墳は3年越しの墳丘測量と有室実測の成果である。担当した杉井健准教授はア

ナログ実測・測量の大切さを強調していた。学生も随分鍛えられたであろう。

昨今、仕斗1:はあっても考古学の職を'二|指す学生が減ってきている。 しかし、楽ばかりし

ていても何ら発見はない。時代が変わっても変らない考古学の魅ﾉ]を伝えていくことが、

先を歩むものの役目である。

今年も尾上博一氏をはじめとする対,'〃市教育委員会、長崎県教育庁文化課の皆様、調杏

指導にきていただいた皆様にも大変お|止話になった。 この方たちとの交流を通じて、少し

でも自分の未来像を描いてくれた学生がいれば、 この発掘は成功したといえる。上御倉古

噴の調杏でもたいへん多くの方々のお世話になった。心より感謝申し上げます。

未熟な報告群ではあるが、学生が自らの時間を削って頑張った成果である。まずは褒め

てあげたい。この伝統を絶やすことなく続けることで、考古学の明になる学生が一人でも

増えてくれれば幸いである。

小畑弘己
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本番は、熊本大学文学祁考古学研究室による考古学調査の報告jlドである。

本詳は2部描成をとる。第1部は促崎県対馬市越高遺跡の発掘洲査報告、第2部は熊本県阿蘇市上御

念古墳の測吐調査報告からなる。

第l ･ 2部それぞれの辿跡・洲杏についての詳細は、以下の辿りである(》

１
２

3

【越商遺跡】

（1 ）越高遺跡は、艮崎ﾘ｢↓対馬市上県llll越商30番地(A地点） ・58悉地(H地点）に所ｲ|§する。

（2）調査期間は、 2017年9)1911～21 1=|のl3日間実施した“

（3）調査は熊本大学文学部考古学研究室と対馬市教育委員会が共同で行った。

（4）調査担当背は、小畑弘[二L (熊本大学大学院人文社会科学研究部教授） とI"砿知棚(|司文学部3年生）

である。

（5）越商遺跡に対する調査は、今|画lの調査以前にも実施されている‘，それを含めて、次のように調査次

数を整理する。なお、越商辿跡はA･B地点の2地点で構成される。第4次調査以前は、A地点を越

高尾崎遺跡、 B地点を越商遺跡と呼称していた、

第1次調査洲杏期間: 1976年l2月l l日～l7日

調査|人)容: B地点の発掘調査

調査主体：上県IIII教育委員会・長崎大学医学部解剖学第二教室

第2次調査洲介期|Hl : 1978イド7月l6日～22H

洲杏内祥:A地点の発掘調査

洲杏主体：上県町教育委員会

第3次洲査洲杏期IIII : 1996年8月26日～9月13日

洲査内界:A・B地点の発掘調査

洲杏主体：長|崎県教育庁

第4次洲在洲査期|ﾊ1 : 2015年8月16日～24[|

洲査内雰:A･B地点の発掘調査

洲介主体：熊本大学文学部考古学研究室・対馬｢h教育委員会

第5次洲汽洲在期間: 2016イド9月ll l=1～22日

洲在|ﾉ1容: B地点の発掘I淵査

調査主体：熊本大学文学部考古学研究室・対賜市教育委員会

第5吹追力ll調査洲杏期IIII : 2016年IO月3I l～20日

調査内容: B地点の発掘調査

洲俺主体：対馬市教育委員会

第6次調査調企期IIII :2017年9月9日～21日

調査内奔:A・B地点の発掘調査

洲査主体：熊本大学文学部考古学研究室・対馬市教育委員会

（6） レベルi白iはすべて海抜を表し、方位は磁北の北を示す。

（7）土胴の色洲は、 『新版傑准二'二色'l',li｣ (2014) 日本色研『li業株式会社発行による。

（8）第l lX|は国土地理院発行の5万分の1地形IxI (三根)、第9図は|!il発行の2万5｢分のl地形図（鹿

見）を複製したものである“

（9）出土上器の放邸|･性炭糸年代測定および遺跡の地形・地質のi淵査に際し、小林洲一・氏（中央大学） と

i呵山慨一氏（徳烏大学） より]"l.iを頂蚊した。

(10)調査および合宿、蜷理作災の実施にあたっては、以下の諸氏・諾機I桃|からご協ﾉﾉとご援助を賜った。

尾上博・ （対'|'6T|j教行委員会)、 ノl,林謙一（中央大学)、西山間‐ ･ (徳I!;&大学)、鋪ヶ江賢二（鹿

児島国際大学)、寺田TEIMl'l ・ 「| !尾篤志（長崎県教育庁)、 II1 '1!IM･ (壱||皮市教育委員会)、柴田

亮（大村市教育委員会)、悔lll研忠司（北九州市芸術文化振興財IJ1)、野井秀IﾘI (北九州市立大学)、

木村幾多郎（ﾉ心ﾉL州繩文研究会会長)、甲元眞之、森先--fit (文化庁記念物課)、阿比儒伴次、豊

In佐伊上、本多仁、本多武美、対馬市教育委員会、長lll断り渋教育庁、大怖旅鯨(|順不|司・敬称

略）

(ll)調査参加荷は以ドの辿りである。

小畑弘己（熊本大学教員)、 |ml lll勝幸・盟永結花里（同社会文化科学研究科柳上前期課提2年生)、

新垣匠・雅戸愉歩(Inl文学部4年生)、赤峯由梨． ′1,堀擶史・峨砿知樹・三浦彩・安原真衣
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( 1,,J文学部3 1,1＝.） 、 店熊1:fi人 ・ 7.NJ係｜リJI］杏 ・ q1日lfぶ桁がi ・ 宮捕手1Jf(衣（ Ii ij文学部2 11：：）、 川内 売 ・

が 悠統（｜訂l文己rrm 1年）

( 12）第1郎の編集は，J引II弘己の1lf土｛（tを受けて脱重知樹が1H 、11したと 執�jl：分,t11.r土日次および各文末に示した。

｛上御fl', 11・JJt]

( I ) 1-. flll fr ,!i· !Jtは、tmイ� Ui'J,ifi!\i m· ·の
＇［； i，・111r川If宮の前22%ti):J也lこJjr{I：寸るt

(2) .ll,';JHJり11/IJは 、 イi’＊Xil!IJ；洲市が20 I sq =. 7 fJ 18 11、 。JJl ～l 0 H 、 。J'J J1J ・ 15日の計13111/IJ 、 墳丘i!!IJ 11(

制点が2017年4月2711、 8月26fl～！） J:l 4 11 、
9月G～8 1= 1の計l11 IJ 1/IJで、あるc これらのうち、 20日

午！交の調査を第1次，UM it、 2017午！支の，U，�:nEを第2次；UM1i:とする。

( :3 ）訓古は熊本大学文学部考古学研究宅をt：休とし 、 lliiJfl.i.¥ rli教f｛委員会のltiJJを得て実施した。 調査に

は科学研究費補助金（）主総研究B ・ 研究代表者杉井他）の 一 部を使川した。

( 4）訓 J任 十II.��
－
は、 2H I £）くi!JM1tが杉:JI：他(f[民本大学大学院人文社会科学｛iJf究；

＇
f1S市教授）と山元II京平（ HJ 

社会文化科学研究科l"\1il l：前WlilUH＇，� I 11=.1：、 当If寺）、 お2 （）く；ut.11年が杉：JI:と安)J；〔真衣（同文学；
＇
rn ：� ff：生）

であるc

c s ) L: 1.t11 fr� .tf�に関するレベルi九はすべてrfii抜を去し 、 ）jf1i：は凶上座標（ 2系） の北を示す。

( 6）償ブ〈ょにィi宅の左右（士、 羨道から玄室をみた場合のたft
・
で，1�－J-。

( 7）峨� I/ ;I｝抄録に示した北仰と東経は、JJtffiに設置したiJIIJI 1（：基準人1,iよ F07の｜｜｜：界iHIJ地系による放ftt'j：で、 ある

( 8）似｜版10ー 1は同二IJ自J1 Hll,'fm1'1
”
の空1 j1 ＇／九＇｛ (CKU763-C2－ ：州 、 1976年12月l ri 11R；；ピ）を複製したものであ

る。

( �） ）調夜お仁kび合宿、’＇liり！Hft：.�の実施にあたっては、 以下の諸氏・諸機関からご協力とご
、
段目）Jを賜った。

第 l次調査：’古川｜経幸（凶造t111干｜：）、 l：藤徹雄（古城6区区長）、 岩水 11{1i次（阿蘇公1\'.:fri': ,b
・
1成分断

長）、 工藤脚光（ j;i山綜淡水魚センタ ー ）、 福川Hi lli ( 1111m存市教育委民会、 当時）、 結 ）j 微（阿f.(1主

｜｜｜：界文化遺産J住進右）、 村1-:fg;IVJ・111rj1健一郎（とっぺん）、 Ill 'I If{；介、 志賀智史、lr•xlhi t'll ti：、阿

鮮公民館古城分ftH、ド1if蘇市立 ー イ）
＇
，，；，； i品泉センタ 一 、｜阿蘇淡水魚センタ 一

、 阿蘇市教育委員会、lliif

f!.iflll：界文化泣1夜行fjW室、 株式会社とっぺん

;n 2 i'J(W，�1査：
，
1lf川悦z；号（ト可造存11 ti：）、，11,m今朝純（ , 1

1·

i長）、 工月iii§出r.）℃（ II両ffi'.<f;淡水f.(lセン夕 一 ）、 宮木干IJJ:I;· 人iJ：捺j
二
J ( Iii，日i』主I↑一［教育委艮会）、 絡方 倣

(j;11f綜111：界文化泣j削住進室）、村｜二r:'PリI • III rj:r f 也 ·· J�IS ・ 石丸 改（とっぺん）、 111 1 11俗介、 志賀111

！と、li·xl造神社、ド11ff.(\t公民館古J成分断、阿蘇市立 ・の'lif iMlti之センタ 一 、ll11J!.ff;淡水魚センタ 一 、阿蘇

iii教育委員会 、 j\11ff.(1}tll：界文化泣；m111�進室 、 株式会社とっぺん

( 10）調布参加在は以下の泊りである。

第l 次調査：杉井 健（熊本大学教は）、f,i』嶺友紀也（｜訂！？士会文化科学的f究科博士白fjJりJ,l県f'，�2年生）、

｜｜｜ιUf,（平（同社会文化科学研究科ti.IけてriiiJりI日別立lイ，�，u 、 奈＝ 湖 、｜〈．；
守
附大手n (I司文学；°flS4年生）、

大ド！日彩未・竹村昨m：・松補正Jitl (,,ii文学部3年生）、 山戸愉歩· flJi! rn J羽（｜元l文学，干IS2イ｜ミ生）

穿�2次調査：杉井 他(ff長木大学教氏）、 ｜吋出II発京 ・ ＇.��.：水結花里（ド了！？｜：会文化科学研究科怖士前期！

,l�！ f:'J 2年生）、 新厄 匠（同文学部斗{fAミ）、 赤�fr.山梨 ・ ／卜堀お！と ・ 1;.;1i＆：知樹・安原良衣（同文学

；干IS :3年生）、 山－nm；人（lr1J文学部z 1,1 ＝－�1-J 

( I I ) 2!� 2 ;'fl�の糾j集は杉:JI：他．のi,:Kf.修を受けて’必！月ll�iておよび｜｜｜元llti't平（大日If峨rli教育委員会）が担当した。

執事分JH.は日次および作文末に示しj乙
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